














目的 

ライ症候群は小児の一疾患単位として1963 年にオーストラリアの病理学者 Reyeによって

報告されて以来、我が国においても 1967 年に小川らによって第一例が報告され、現在まで

に可なり報告されているが、現在の基準にて見直すと、確定ライ症候群は少ないものと思

われる。私共は昭和 58 年以来・東京慈恵会医科大学関連病院でのライ症候群ならびにライ

症候群群類似症について報告しているが、今回過去 12 年間の調査をおこなったので報告す

る。 


